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来
る
三
〇
年
に
期
待
す
る
金
　
　
　
弼
　
東
世
界
の
日
本
文
化
研
究
を
先
導
し
て
き
た
「
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
日
文
研
）
が
創
立
三
〇
周
年
を
迎
え
る
。
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。
日
文
研
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
前
半
に
京
都
市
の
文
化
的
な
諸
構
想
の
内
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。
日
本
精
神
の
涵
養
と
そ
の
国
際
化
を
通
じ
て
「
国
際
国
家
日
本
」
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
中
曽
根
総
理
と
、
京
都
の
著
名
な
学
者
達
の
意
見
統
合
に
よ
っ
て
、
日
本
文
化
を
研
究
す
る
総
合
的
研
究
機
関
と
し
て
一
九
八
七
年
に
旗
を
あ
げ
た
。
国
家
的
次
元
で
日
本
文
化
の
総
合
的
研
究
を
通
し
て
、
文
字
通
り
「
大
国
日
本
」
の
民
族
・
文
化
の
優
秀
性
を
世
界
に
発
信
し
よ
う
と
す
る
、
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
代
表
的
な
機
関
で
あ
る
。
要
す
る
に
、「
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
確
立
し
、
そ
し
て
国
家
意
識
や
日
本
精
神
を
涵
養
し
よ
う
と
し
た
時
代
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
状
況
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
日
文
研
は
、
計
画
の
当
初
か
ら
「
大
国
化
」
を
主
導
し
た
中
曽
根
総
理
の
政
治
的
意
図
と
、
地
域
の
活
性
化
を
は
か
る
地
元
京
都
の
財
界
の
意
図
、
京
都
の
文
化
首
都
化
等
を
め
ざ
す
京
都
の
有
力
学
者
の
意
図
と
の
性
急
な
合
意
の
行
く
末
を
危
惧
す
る
声
も
多
か
っ
た
。
政
治
主
導
の
も
と
に
急
ピ
ッ
チ
で
設
立
さ
れ
た
日
文
研
が
、
ど
こ
ま
で
民
主
・
自
主
・
独
立
の
精
神
を
貫
い
て
、
日
本
文
化
研
究
に
邁
進
で
き
る
か
と
い
う
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
批
判
に
は
多
く
の
進
歩
的
な
学
者
や
団
体
を
含
め
、
海
外
か
ら
も
同
じ
く
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
で
同
調
す
る
動
き
も
少
な
く
な
く
、
日
文
研
の
前
途
は
必
ず
し
も
楽
観
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
60
だ
が
、
日
文
研
は
設
立
当
時
の
「
日
本
の
国
家
主
義
の
宣
伝
機
関
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
「
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
し
始
め
た
。
基
本
的
に
は
「
研
究
」「
国
際
」
の
意
味
に
忠
実
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
建
立
に
最
初
か
ら
深
く
関
与
し
、
初
代
所
長
ま
で
務
め
た
梅
原
猛
氏
は
同
セ
ン
タ
ー
の
「
国
際
」
と
は
、「
こ
の
機
関
が
日
本
人
ば
か
り
か
外
国
人
の
日
本
研
究
者
も
集
い
、
共
同
研
究
を
し
た
り
情
報
を
交
換
し
た
り
す
る
研
究
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
際
的
に
も
通
用
す
る
視
点
か
ら
日
本
を
研
究
す
る
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
国
家
主
義
の
宣
伝
機
関
で
は
な
く
、
日
本
研
究
の
国
際
化
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
決
し
て
世
界
文
明
の
中
心
と
は
い
え
な
い
日
本
文
化
を
、
国
内
外
の
著
名
な
研
究
者
と
「
国
際
的
に
通
用
す
る
視
点
」
か
ら
日
本
研
究
を
「
共
同
」
で
行
い
、
発
信
す
る
と
い
う
発
想
は
、
設
立
当
時
の
視
点
で
考
え
れ
ば
果
敢
な
試
み
で
あ
っ
た
。
設
立
さ
れ
て
か
ら
三
〇
年
間
、
国
際
的
・
学
際
的
な
視
野
か
ら
日
本
研
究
者
を
育
成
し
て
き
た
の
で
は
な
く
、
日
文
研
が
招
聘
し
た
世
界
各
国
の
日
本
研
究
者
の
数
（
外
国
人
研
究
員
）
も
四
〇
〇
余
名
に
至
っ
て
い
る
。
研
究
成
果
だ
け
を
概
観
し
て
も
、
日
本
研
究
六
九
九
件
、
日
文
研
叢
書
四
二
九
件
、
共
同
研
究
報
告
書
五
二
三
件
、
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
四
〇
六
件
、
国
際
研
究
集
会
報
告
書
一
四
八
〇
件
な
ど
、
各
分
野
で
幅
広
い
成
果
を
蓄
積
し
て
い
る
。
日
本
文
化
を
媒
介
と
す
る
知
的
交
流
の
国
際
化
の
基
盤
が
確
実
に
固
ま
っ
た
と
い
え
る
。
日
本
研
究
を
通
じ
て
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
る
中
、
韓
国
か
ら
も
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
多
く
の
研
究
者
が
招
か
れ
日
本
研
究
（
個
人
研
究
、
共
同
研
究
、
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
や
研
究
会
）
に
励
ん
で
い
る
。
筆
者
も
二
〇
〇
八
年
度
に
招
か
れ
各
国
の
日
本
研
究
者
と
交
流
を
深
め
、
一
年
間
の
研
究
を
足
場
に
『
戦
後
日
本
の
文
化
外
交
研
究
』（
二
〇
一
四
）
を
出
版
す
る
な
ど
、
日
本
研
究
と
絡
ん
で
今
ま
で
も
各
種
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。
滞
在
中
に
お
け
る
細
心
の
配
慮
に
は
感
謝
の
気
持
に
堪
え
な
か
っ
た
が
、
特
に
印
61
象
深
か
っ
た
の
は
、
数
百
人
の
来
場
者
が
集
ま
る
学
術
講
演
会
を
は
じ
め
、
外
国
人
研
究
者
の
研
究
成
果
が
「
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
形
で
市
民
た
ち
に
毎
月
披
露
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
非
常
に
新
鮮
で
わ
く
わ
く
す
る
経
験
で
あ
り
、
そ
の
経
験
は
私
が
韓
国
へ
戻
っ
て
地
域
社
会
で
「
市
民
教
養
大
学
」
の
講
座
を
開
く
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
セ
ン
タ
ー
は
世
界
的
な
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
多
く
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
、
文
化
交
流
の
核
と
も
い
え
る
知
的
交
流
の
確
固
た
る
土
台
構
築
に
も
成
功
し
た
。
小
松
和
彦
所
長
が
触
れ
て
い
る
よ
う
に
「
日
本
の
文
化
・
歴
史
を
国
際
的
な
連
携
・
協
力
の
下
で
研
究
す
る
と
と
も
に
、
外
国
の
日
本
研
究
者
を
支
援
す
る
と
い
う
大
切
な
使
命
」
を
貫
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
研
究
に
必
要
な
貴
重
な
資
料
を
収
集
、
保
存
し
、
そ
れ
を
国
内
外
の
研
究
者
に
開
放
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
海
外
の
日
本
研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
含
め
、
日
本
研
究
の
国
際
的
拠
点
と
し
て
の
存
在
意
義
を
一
層
高
め
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。日
文
研
が
過
去
三
〇
年
に
及
ぶ
輝
か
し
い
役
割
と
成
果
を
基
に
、
今
後
も
、
日
本
研
究
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
発
展
的
に
築
い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
日
本
国
内
の
研
究
者
及
び
関
連
機
関
と
の
協
力
関
係
を
よ
り
強
化
し
な
が
ら
、
来
る
三
〇
年
も
、
世
界
に
お
け
る
日
本
研
究
の
中
核
的
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
日
本
研
究
者
の
一
人
と
し
て
心
か
ら
期
待
し
、
声
援
を
送
り
た
い
。
二
〇
一
七
年
一
月
（
世
明
大
学
国
際
言
語
文
化
学
部
教
授
）
